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Outline of University of Toyama 2022

受付および発表会場は
こちらです。

共通教育棟(C棟 1F)
(⼊って右がA会場、左がB会場)

⼤会会場案内図
富⼭⼤学 五福キャンパスMap

五福キャンパスへのアクセス⽅法

⾃家⽤⾞で来られた⽅は、地図上で!と
書かれた駐⾞スペースをご利⽤ください



大会参加に関して 
 

今年度大会は総会をハイブリッド式(対面+オンライン)、研究発表会は対面のみで実施します。 
 

＜プログラム＞ 

１．総会 12:00-13:00 （オンライン+対面） 

２．研究発表会 13:15-16:00 （対面のみで開催） 

３．研究発表賞の発表 16:30-16:45 

 

＜研究発表について＞ 

・今年度はポスター発表ではなく、通常の口頭発表とします。 

・発表用スライドは、発表会開始までに共通 PC にコピーしてください。(受付で説明します) 

・発表時間は「発表 12 分、質疑応答 3 分」です。発表開始から 10 分後に予鈴を 1 回、12 分後

に本鈴を 2回、15 分後に終鈴を 3回鳴らします。 

・各発表者には、発表終了後に、次の講演の座長をお願いしたいと思います。 

 

＜研究発表賞について＞ 

今年度の中部地区大会では、優秀な発表をした若手（学部生・大学院生）を対象に、研究発表賞を授

与します。受賞者の発表は当日行いますが、賞状は後日事務局から発送いたします。 

 

◎各種連絡先 

富山大学五福キャンパス 

住所：930-8555 富山県富山市五福 3190 富山大学 極東地域研究センター 

和田直也 

電話：076-445-6678 

メール：wada あっと sci.u-toyama.ac.jp 

 

 

＊コロナウイルス感染症対策に関するお願い 

⼤会参加に当たり、参加者の皆様に遵守願いたい点を以下の通りお伝えします。 
 
1) 発熱などの症状のある⽅や濃厚接触者に該当する⽅は⼤会の参加を⾒合わせてくださ

い。 
2) ⼤会参加中は飲⾷以外を除いて必ずマスクを着⽤してください。 
3) 当⽇、受付にて検温を実施し、体温が 37.5 度以上の場合は会場へのご⼊場をお断りさせ

ていただきます。 
4) 会場⼊場⼝に消毒⽤アルコールの設置をいたします。⼗分な感染対策にご協⼒ください。 



2022年 ⽇本⽣態学会中部地区会(at 富⼭⼤学) プログラム

発表者 演題 座⻑

A1 13:15ー13:30 江⼝ 健⽃ 環境DNA分析を⽤いた歴史的な都市⽤⽔網の⿂類多様性の解明 和⽥ 直也

A2 13:30ー13:45 ⼩林 直樹
富⼭県内を流れる河川上流部における溶存態無機・有機炭素および
粒⼦態炭素の構成⽐

江⼝ 健⽃

A3 13:45ー14:00 榮 航太朗 混合栄養植物への殺菌処理後に形成される菌根菌群集 ⼩林 直樹

A4 14:00ー14:15 清⽔ ⼤輔 ⽴⼭連峰弥陀ヶ原へのモンキチョウの移⼊と定着 榮 航太朗

A5 14:15ー14:30 滝澤 ⼀⽔ ため池堰堤の造成後年数とともに希少植物種数が増えるか？ 清⽔ ⼤輔

(15分休憩)

A6 14:45ー15:00 ⽥⼝ 瑛⼼ アマゴとイワナの交雑状況および交雑地点の物理環境 滝澤 ⼀⽔

A7 15:00ー15:15
ピーターソン
マイルズ

⻑野県上⾼地での外国産マス類と在来イワナの摂餌⾏動における種間差 ⽥⼝ 瑛⼼

A8 15:15ー15:30 ⼭下 航平 北⼋ヶ岳「坪庭」の溶岩台地に成⽴するハイマツ群落の構造 ピーターソン
マイルズ

A9 15:30ー15:45 渡辺 拓実 ⽇本固有亜種ホンド ギツネの 系統進化プロセス および 分布域 動態 ⼭下 航平

発表者 演題 座⻑

B1 13:15ー13:30 近藤 輝留 キツリフネのエコタイプ間での開花時期の分化：相互移植実験による検証 太⽥ ⺠久

B2 13:30ー13:45 島⽥ 真彦
実りがないのは誰のせい？ サイハイランの結果率に対する送粉者と
種⼦⾷害者の影響

近藤 輝留

B3 13:45ー14:00 ⽴⽯ 幸輝
希少⿃類チゴモズの⽣息地保全に向けた潜在的な繁殖適地および
営巣⽊環境の推定

島⽥ 真彦

B4 14:00ー14:15 ⾕川 未来 メダカの概年リズムに関する研究 ⽴⽯ 幸輝

B5 14:15ー14:30 CELEGEER 暖温帯⼆次林における樹⽊群集動態と葉形質との関係 ⾕川 未来

(15分休憩)

B6 14:45ー15:00 中神 悠雅
廃菌床から発⽣する双翅⽬昆⾍の多様性
−特にクロバネキノコバエ科に注⽬して−

CELEGEER

B7 15:00ー15:15 堀中 将⼤ ⾳声記録装置を⽤いたセミ類の鳴声モニタリングと⽣物季節観測への応⽤ 中神 悠雅

B8 15:15ー15:30 三⾕ 友翼
ニホンザルに⾒られた農地出没パターンの性・年齢差
：個体の採⾷戦略からの検討

堀中 将⼤

B9 15:30ー15:45 峯村 友都
⾼⼭帯の雪渓上に⾒られる節⾜動物群集の実態
 ―⾼⼭⽣態系におけるエネルギー流の解明に向けて―

三⾕ 友翼

B10 15:45ー16:00 横⼭ 寛明
2020-2021 年の福島県放射能汚染地におけるアズマモグラの
放射性セシウム汚染状況

峯村 友都

＊今年度は懇親会は中⽌いたします。

(A会場: C12)

(B会場: C13)

総会：12:00〜13:00 (A会場)　ハイブリッドで開催

研究発表賞の発表：16:30〜16:45 (A会場)



 
 
 
 

A 会場 (C12 教室) 



 

⎔境 DNA分ᯒを⏝いたṔ史ⓗな㒔市⏝Ỉ⥙の㨶㢮多ᵝ性のゎ明 
 

○Ụ口健斗、上㔝⿱介㸦▼川┴❧大㸧、 

㒆司未佳、今ᮧ史子㸦日ᮏ工営㸦ᰴ㸧㸧、乾㝯帝㸦⚟岡工ᴗ大㸧 

 
1㸬はじめに 
かつては全国各地の㒔ᕷで、㎰ᴗ⏝Ỉ㊰や⏕ά⏝Ỉ㊰として⏝Ỉがᙇりᕠらされていた。しか

し㏆代化や㛤Ⓨに伴って、⏝Ỉの分᩿やᬯῺ化、コンクリートㆤᓊ化、下Ỉ㐨への⤫合➼が⾜わ

れてきた。▼ᕝ┴㔠ἑᕷには、Ụᡞ代やそれ以前に㎰ᴗ⏝Ỉ㊰や⏕ά⏝Ỉ㊰としてᩚ備された

Ṕ史ⓗ⏝Ỉ⥙㸦55 ᮏ、⥲ᘏ㛗⣙ 150km㸧がṧっている。これらの⏝Ỉ⥙は、㔠ἑᕷのṔ史ⓗᬒ
ほを⏕み出すだけでなく、ᕝと㒔ᕷやỈ⏣をつなぐ「人ᕤⓗなỈ⣔ネットワーク」であり、㛗い

Ṕ史の中で㒔ᕷの㨶㢮の多ᵝᛶを⫱んできた可⬟ᛶがある。そこでᮏ◊✲では、㔠ἑᕷをᑐ㇟に、

⎔境 DNAを⏝いて⥙⨶ⓗに⏝Ỉ⥙の㨶㢮┦を᫂らかにするとともに、㨶㢮の⩌㞟ᵓ㐀と⩌㞟の
分ᕸパターンを᫂らかにする┠ⓗで⾜った。 
2㸬᪉ἲ 

2021ᖺ 9᭶ 9᪥から 10᭶ 29᪥にかけて㔠ἑᕷをὶれる 2⣭Ἑᕝである大㔝ᕝỈ⣔㸦ὸ㔝ᕝ㸧
と≏ᕝỈ⣔、およびそれぞれのỈ⣔から取Ỉしている⏝Ỉをᑐ㇟に、⎔境 DNAによる㨶㢮┦ㄪ
ᰝを⾜った。ㄪᰝ地Ⅼは、大㔝ᕝỈ⣔は 30地Ⅼ、≏ᕝỈ⣔は 27地Ⅼ、⏝Ỉは㎮ᕭ⏝Ỉ、㠡᭶⏝
Ỉ、大㔝ᗉ⏝Ỉなどで 109 地Ⅼをタᐃした。ㄪᰝ地Ⅼごとに 1㹊の⎔境Ỉを᥇Ỉし、⏝Ỉ 88 地
ⅬではỈ 、ὶ㏿、Ỉ῝、Ỉ㊰ᵓ㐀、᳜ ⏕をグ㘓し、ἙᕝではỈ 、Ỉ㊰ᵓ㐀、᳜ ⏕をグ㘓した。 
᥇Ỉした⎔境Ỉは、ろ㐣したのち⎔境 DNAをᢳ出し、MiFishἲにより地Ⅼごとの㨶✀を判別し
た。⩌㞟ゎᯒでは、㨶㢮⩌㞟ᵓ㐀をᢕᥱするために㠀㢮似ᗘ⾜列を⏝いて㠀㝵ᒙクラスター分ᯒ

を⾜い、クラスターごとのᣦᶆ✀を IndValἲによってᢳ出した。 
3㸬⤖ᯝと⪃ᐹ 
全地Ⅼで合わせて 46✀の㨶㢮が᳨出された。᭱も᳨出された✀は 140地Ⅼで᳨出されたウグ

イとヨシノボリ㢮㸦カワヨシノボリを㝖く㸧であり、ḟにカワヨシノボリ㸦134地Ⅼ㸧、アユ㸦131
地Ⅼ㸧、フナ㢮㸦124地Ⅼ㸧であった。Ἑᕝと⏝Ỉをẚ㍑すると、Ἑᕝで合わせて 35✀、⏝Ỉで
合わせて 39✀であり、⏝Ỉの᪉が多くの✀ᩘが᳨出された。Ἑᕝと⏝Ỉで共㏻して᳨出された
✀は 29✀、Ἑᕝのみで᳨出された✀は 6✀、⏝Ỉのみ
で᳨出された✀は 10✀であった。 
クラスター分ᯒでは 3つのグループに分けられた。1

つ┠のグループはᣦᶆ✀として、アカザやイワナ㢮と

いったἙᕝ上中ὶに⏕ᜥするとされる㨶✀が、2つ┠の
グループはᣦᶆ✀として、ṆỈなどὶれの⦆やかな⎔

境をዲむとされるメダカ㢮が、3つ┠のグループはᣦᶆ
✀として、オイカワやカマツカといったἙᕝ中下ὶに

⏕ᜥするとされる㨶✀が᳨出された。Ἑᕝ・⏝Ỉとも

に 3つのグループすべてがみられた。 
例えば、Ụᡞ代初ᮇに作られた㎮ᕭ⏝Ỉでは上ὶ

の⣲᥀りのᬯῺ区㛫出口付㏆で、一⯡にἙᕝの中下ὶ

域でぢられる㨶✀が出⌧するなど、⏝Ỉの区㛫ごとに

≉ᚩⓗな⩌㞟ᵓ㐀がᡂ❧していることが᫂らかとなっ

た。このことは、㒔ᕷ⏝Ỉという人Ⅽⓗに⏕み出され、

人のᡭでᩘⓒᖺにわたって⥔ᣢされてきた⎔境が、㒔

ᕷの⏕≀多ᵝᛶの⥔ᣢや向上に㔜せなᙺ割をᯝたして

いることが、ᮏ◊✲⤖ᯝから♧された。 図 1 ㄪᰝ地Ⅼと᳨出された㨶㢮の✀ᩘ 



 

発表題目 富山県内を流れる河川上流部における溶存態無機・有機炭素および

粒子態炭素の構成比 
○小林直樹(富山大・持続可能社会創成学環),佐澤和人(富山大・学術系研究部理学系),             

太田民久(富山大・学術系研究部理学系) 

 
【はじめに】陸上生態系で光合成により固定された有機物の一部は、河川を介して海洋まで運ば

れる。この一連の物質フローは、全球レベルでの物質循環を考える上で非常に大きなウェイトを

占める。そしてそれらは、溶存無機炭素(DIC)と粒子態有機炭素(POC)に大別することができる。
河川は全球レベルで年約1.8ペタグラム(Pg)ものDICを海洋に放出していると推定され(Raymond 
et al. 2013 Nature)、これは森林が 1年間に吸収する CO2の 11.5%にものぼる。POCも同じく重要
な炭素フラックスであり、1年間に海底に堆積する炭素(〜160Tg)の 36%以上が陸由来の POCで
あると推定されている(Burdige 2005 Glob Biogeochem Cycles)。つまり、河川によって運ばれる炭
素が環境中の炭素循環に与える影響を調べるには DICと POCのフラックスを同時に評価し、比
較する必要がある。しかし、DICと POCのフラックスを個別に評価した研究は非常に多いもの
の、両者を季節変化や集水域環境の違いも含めて評価、比較した研究は非常に少ない。そこで、

本研究では富山県内を流れる上流河川において DICおよび DOC、POCがどのような構成割合を
持って存在しているかを明らかにすることを目的とし、河川水および河川を流下する粒子態有機

物を採集した。 
 
【材料と手法】調査は 2022年 5月から月 1回ずつ、富山県内を流れる井田川上流部の支流 6カ
所で河川水の採水および河川を流下する粒子状有機物 POMの採集を行った。採水試料はガラス
繊維濾紙(ADVANTEC DISMIC®-25CS)でろ過したのち、無機態炭素 DIC濃度(酸滴定による CO2
遊離法)、溶存有機炭素 DOC濃度(TOC計：multi N/C® 3100)を測定した。また粒子状有機物質
POMは流下ネット(方形枠 25×30 cmメッシュサイズ 0.1mm)を使用して採集した。採集した粒
子状有機物質は研究室に持ち帰り、1mm 以上の粗粒状有機物 CPOM(Coarse Particle Organic 
Matter)と 1mm以下の粗粒粒状有機物 FPOM(Fine Particle Organic Matter)に分類した。各 POMは
乾燥させたのち、CN コーダ―(MT700,Yanaco)でサンプル中の炭素・窒素濃度(AFDM mg/mg)を
求めた。さらにそれぞれの炭素・窒素濃度と河川流量から炭素・窒素流出量(フラックス g/day)
を算出した。 
 
【結果と考察】5 月から 9 月までの調査から、各上流河川の平均 DIC 濃度(mg/l)は 15.1±4.3(平
均値±標準偏差)であったが、各調査地内において DIC濃度に明瞭な季節変動はなかった。この
ことから河川 DIC 濃度は集水域の土壌組成や河畔林に大きく依存していることが考えられる。
特に、5月および 6月の初夏において各上流河川の 1日当たりの平均 DIC流出量(kg/day)は 71.8
±73.2であった。また初夏における各上流河川の平均 DOC流出量(kg/day)は 4.8±4.7であり、河
川水中に含まれる CPOMの炭素流出量(g/day)は 66.5±161.7、FPOMの炭素流出量(g/day)は 43.3
±81.7 であった。河川を流下する炭素類に加え、各上流河川の溶存態全窒素の流出量(kg/day)は
3.5±5.4であり、粒子態の CPOMの窒素濃度(g/day)は 3.0±7.4、FPOMの窒素濃度は 2.6±5.4で
あった。このことから初夏の上流河川水中の炭素の約 90%がDIC、約 10%がDOCとして存在し、
POMは 0.1%程度で存在していることが明らかとなった。また河川水中に存在する窒素は約 85%
が溶存態、約 15%が粒子態として存在していた。本研究の結果から DICおよび DOCが上流河川
を流下する炭素類のなかで大きなウェイトを占めていたが、河川の出水や季節によっては POM
の流出量が大幅に増加することも考えられる。今後は各河川の集水域の河畔林や土地利用などの

環境の違いをより詳細に評価していく必要がある。それを踏まえ、季節の進行あるいは河川流量

の変動によってそれぞれ河川を流下する溶存態・粒子態栄養塩それぞれの流出量がどのような影

響を受けているのか分析および解析を進めていく必要がある。 
 



 

 

混合栄養植物への殺菌処理後に形成される菌根菌群集 
榮航太朗, 河合将生, 北上雄大(三重大・大学院生資), 谷川東子(名古屋大・大学院生命農

学), 松田陽介(三重大・大学院生資) 

 

ツツジ科イチヤクソウ（Pyrola japonica）は日本各地に分布する林床植物であり、炭素獲得に

おいて混合栄養性を示す。本種の混合栄養性とは、光合成による独立栄養性と自身の根に関わる

菌類（菌根菌）による菌従属栄養性の両方を炭素源とする生活様式のことを指す。イチヤクソウ

に関与する菌根菌は、樹木に外生菌根を形成するベニタケ科（ベニタケ属、チチタケ属）菌類が

優占し、周辺の外生菌根性樹種の菌根群集よりも本科への特異性の高い群集を形成する。そのた

め、イチヤクソウの炭素獲得機構を明らかにするうえで、根内で形成される菌根菌群集の理解は

欠かすことはできない。そこで本研究は、イチヤクソウの混合栄養性に対する菌根菌群集の寄与

を明らかにすることを目的とし、イチヤクソウ個体の周辺土壌に殺菌剤を投与して菌従属栄養

性を阻害する処理を施し、その後の植物体と関わる菌根菌群集を調べた。 

調査は、イチヤクソウが自生する京都府長岡京市の 1 地点で実施した。常緑広葉樹（ツブラジ

イ、アラカシ）林内に生育する健全なイチヤクソウを対象に以下の 3 処理区を設定した。殺菌区

（5 個体）には、殺菌剤として 0.1 g/L ベノミル（ベンレート水和剤）溶液 200 ml をイチヤクソ

ウ周辺土壌に与えた。対照区（5 個体）は穴あけのみとし、無処理区（5 個体）は無傷とし、そ

れぞれ蒸留水 200 ml を与えた。各処理を 2016 年 4 月から 8 月まで 9 回実施してから個体を採取

した。その後に回収した根は菌根形成を実体顕微鏡下で確認してから、菌特異的プライマー

（fITS7/ITS4）を用いて ITS2 領域を対象に PCR 増幅し、次世代シークエンサー（Ion PGM）に

よる DNA バーコーディングを行った。その後、得られた DNA 配列は 97％の閾値で操作的分類

群（OTU）に大別し、群集解析を行った。 

その結果、イチヤクソウ菌根から得られた DNA 配列は、全体で 143 OTUs、殺菌区で 86 OTUs、

対照区で 115 OTUs、無処理区で 119 OTUs に識別された。いずれの処理においても、出現頻度、

占有率にしてベニタケ属が 49-59％、50-63％、チチタケ属が 20-31％、19-42％と優占した（図 1）。

本発表では、殺菌処理によって変化したイチヤクソウ菌根菌群集について議論する。 
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図 1. イチヤクソウ根系への異なる処理（殺菌区，対照区，無処理区）により検出され
た根に関わる真菌類の属レベルの a）出現頻度、b）占有率（%）、各処理区 n =5。 



立山㐃峰弥㝀ヶ原へのモンキチョウの移入と定着 
清水大㍜・山崎裕治㸦富山大学大学㝔理工学教育㒊㸧 

 

変 動≀であるチョウ㢮は、Ẽ 変化にᩄ感である。㏆年の ᬮ化によって、ᬮ地性チョウ㢮

の分布域が北᪉へ拡大している。それと同に、低ᶆ㧗地に⏕息するチョウ㢮が、㧗ᶆ㧗地へ

分布域を拡大し、㧗ᶆ㧗地における⏕態⣔の᧠乱が懸念される。モンキチョウ Colias erate
は、㫣⩟┠シロチョウ⛉に属し、᪥ᮏ全国の平地から山地のⲡ原帯に⏕息するチョウ㢮であ

る。幼は、マメ⛉᳜≀を寄主᳜≀として利⏝する。モンキチョウは、❧山㐃峰弥㝀ヶ原㸦ᶆ

㧗⣙ 1,600mから⣙ 2,100m㸧において、以前は⛥にほ察されていたが、⌧在では㢖⦾にほ察さ

れている。このモンキチョウの増加によって、弥㝀ヶ原に⏕息する㏆⦕✀ミヤマモンキチョウ

C. palaeno sugitaniiとの交㞧や、利⏝㈨※を巡る他✀との➇合などᵝ々な影㡪をおよぼすこ
とが懸念される。ᮏ◊✲では、弥㝀ヶ原を中心にモンキチョウおよび寄主᳜≀の⏕息≧ἣㄪᰝ

を⾜い、弥㝀ヶ原への⛣入および定╔の可⬟性を⪃察した。ㄪᰝは、2019年から 2022年まで

の 4年㛫に、弥㝀ヶ原を徒Ṍで探⣴し、左右及び前᪉ 10m以内でほ察したモンキチョウをグ㘓

した。また、同にほ察した寄主᳜≀の場所をグ㘓した。ㄪᰝの⤖ᯝ、モンキチョウ成 62個

体、寄主᳜≀に付╔したモンキチョウの卵 18⢏および幼 2個体を☜ㄆした。また、寄主᳜≀

は弥㝀ヶ原の建≀密㞟地域および㐨㊰ἢいのみでほ察された。また、MaxEntを使⏝し、年㛫平

均Ẽ にὀ┠した成の⏕息㐺地を⌧在と㐣去㸦100年前㸧のそれぞれについて᥎定した。そ

の⤖ᯝ、両代の弥㝀ヶ原において、成は⏕息可⬟であることが♧された。一᪉、モンキ

チョウのⓎ⫱㞽Ⅼ、᭷効✚⟬ 度、および᭶平均Ẽ から、両代の成の年㛫出⌧回ᩘを⟬

出した⤖ᯝ、⌧在は 1回出⌧するのに対し、㐣去では、0回であった。これらの⤖ᯝは、㐣去

の弥㝀ヶ原において、成は⏕息可⬟であるが、定╔できないことを♧唆する。以上から、モ

ンキチョウは、㐣去において主に㏞⼖として弥㝀ヶ原に出⌧していたが、㏆年ではẼ 上᪼や

㛤Ⓨによる寄主᳜≀の⦾ⱱによって、弥㝀ヶ原に定╔している可⬟性がある。 

 

 



ためụ堰堤の㐀成後年数とともに希少᳜≀✀数が増えるか㸽 

―83地Ⅼでの᳨ド― 

 
*⃝ 一Ỉ 1・井上 太㈗ 1・土井 ⤖ 1・嶋崎 桂 1・㕥木 暁久 1・倉▱ 匠 1・川本 晟司 2・上

倉 優 3・㜝 岳㝧 4・山本 ⿱加 5・坂本 ᾈ㍤ 6・川上 ⨾保子 7・⏣中 健太 1㸦1⟃Ἴ大・山岳

セ、2⟃Ἴ大・山岳セ 林㔝庁、3⟃Ἴ大・山岳⛉学セ 㸦株㸧地域⎔境ィ⏬、4⟃Ἴ大・山岳⛉学

セ 住友林ᴗ㸦株㸧、5⟃Ἴ大・山岳⛉学セ 日本 NUS㸦株㸧、6⟃Ἴ大・山岳セ 山┴庁、7染屋

の᳃の会㸧 

 
人㛫のⲡ原利⏝がῶることで半⮬↛ⲡ原が㏆年急㏿にῶ少し、多くのⲡ原性⏕≀が⤯⁛の危

ᶵにℜしている。そのため⏕≀多ᵝ性が㧗いⲡ原を≉定して保全する必せがある。これまでスキ

ー場ⲡ原では、⥅⥆期㛫が㛗い古いⲡ原に希少᳜≀が多いことが分かっている。そこで、別の⎔

境のⲡ原でもṔ史の古さが⏕≀多ᵝ性の指ᶆになるのか、㛗期㛫⥔持されているためụ堰堤の

ⲡ原を対㇟にしてㄪべた。 

㛗㔝┴上⏣市塩⏣平周㎶で、1㹼450年⥆くためụ堰堤 73か所と、10㹼70年前に㐀成された公

園➼ 10か所で、2019㹼2022年のいずれかの年の 5㹼10月に 3回、各ㄪᰝ地に出⌧する⥔⟶᮰᳜

≀✀を⣙ 400㹼4000㎡の⠊囲㸦広域ㄪᰝ㸧と、1×20 mㄪᰝ区でグ㘓した。 

広域ㄪᰝではィ 553✀の᳜≀✀が出⌧し、スズサイコ・ノジトラノオ・キキョウなどの⎔境┬

指定⤯⁛危惧✀や、いずれかの㒔㐨府┴で指定されている⤯⁛危惧᳜≀✀が合ィ 220 ✀ぢつか

り、そのうち 148✀はためụ堰堤でのみぢつかった。またㄪᰝ区では、ためụおよび公園の㐀成

後年数が増えるほどⲡ原性希少✀が多く、㐀成後⣙ 150年で希少✀数が㣬和していた。 

以上より、Ṕ史の古いためụには希少性が㧗い᳜≀⩌㞟が⥔持されていることが明らかにな

った。優先ⓗな保全地として⮬↛共⏕サイト㸦OECM㸧の有力な候⿵になりうる。また⌧在、全国

のためụで㐍む⪏㟈工事によって㈗㔜な᳜⏕が危ぶまれており、᳜⏕に㓄慮した工事が望まれ

る。 

 
 



アマゴとイワナの交雑状況および交雑地点の物理環境 

田口瑛心（岐阜大学自然科学技術研究科）・岸大弼（岐阜県水産研究所下呂支所）・伊藤健吾

（岐阜大学自然科学技術研究科） 

 

【背景】 

アマゴとイワナは河川上流や渓流に生息する冷水性サケ科魚類である．これらの属間交雑が

自然下で生じることは，各地で古くから知られていた．既往文献は雑種の発見を報告するにとど

まるものが多く，2種の繁殖行動を含めて定量的に交雑要因を検討した事例はない．そこで本研

究では，2種の繁殖行動の観察および産卵床の物理環境の計測を行い，交雑行動の発生頻度やそ

の組み合わせ，および交雑地点と非交雑地点の諸条件の定量化を行った． 

【材料と方法】 

 2020 年および 2021 年に岐阜県の馬瀬川とその支流 16 地点において，2 種の繁殖・交雑行動

を観察し，関与していた個体の全長を目視計測した．また，両種の繁殖終了後に，各産卵床の物

理環境（水深，流速，河床材料の粒径）および，産卵床とその上流にある堰堤までの距離を計測

した．堰堤による移動制限のために，各種が繁殖に適した場所を厳密に選択できなくなり，異な

っていた繁殖条件が重複し，交雑が誘引されると考えた．そこで，堰堤を基点にして各調査地点

を 10m ごとに区切り，ばらつきの指標として区間ごとに物理環境の最大値と最小値の差をそれ

ぞれ算出した． 

【結果】 

 2 年間の調査で，アマゴ 267 回，イワナ 169 回，アマゴ雌×イワナ雄 10 回，イワナ雌×アマ

ゴ雄 19 回の繁殖・交雑行動が観察された．つまり，交雑行動は繁殖行動の 6.7%を占め，その 66%

はイワナ雌×アマゴ雄の組み合わせであった．また，両年とも，繁殖の最盛期はアマゴが 10 月

8–15 日，イワナが 10 月 29 日–11 月 1 日であり，交雑行動はアマゴ雌×イワナ雄がイワナの盛

期以前に，イワナ雌×アマゴ雄がアマゴの盛期以降にのみ観察された．繁殖・交雑行動に関与し

た個体の全長を比較した結果，アマゴ雌×イワナ雄の交雑では，大きいアマゴ雌の繁殖に小さい

イワナ雄が参加しており，イワナ雌×アマゴ雄の交雑では，イワナ雌の体サイズに傾向はなく，

小さいアマゴ雄が関与していた．産卵床物理環境の最大値と最小値の差と産卵床－堰堤間の距

離の関連性を調べた結果，両種とも全ての物理環境において，最大値と最小値の差は堰堤に近い

ほど大きかった．しかし，交雑地点と非交雑地点の堰堤からの距離に有意差はなかった． 

【考察】 

各組み合わせの交雑の発生時期より，交雑は繁殖可能な同種の雌が少ない状況下の雄が引き

起こすと考えられた．繁殖・交雑行動に関与した個体の全長比較より，アマゴ雌×イワナ雄の交

雑において，大きいアマゴ雌が関与した理由は不明だが，小さいイワナ雄が大きいイワナ雄より

早くに成熟し交雑を引き起こしたと思われた．イワナ雌×アマゴ雄の交雑においては，小さいア

マゴ雄が関与し，アマゴ雄に求愛されるイワナ雌とされないイワナ雌の全長に差がなかったた

め，同種の繁殖に参加できなかった小さいアマゴ雄が交雑要因と思われた．産卵床の物理環境の

ばらつきは堰堤に近いほど大きかったが，このことが交雑を誘引しているとは言えなかった． 



⻑野県上⾼地での外国産マス類と在来イワナの摂餌⾏動における種間差 

Miles I Peterson （信州⼤学総合医理⼯学）Satoshi Kitano （⻑野県環境保全研究所） 

 

サケ科⿂類（Salmonids）は養殖・遊漁⽬的で世界の淡⽔域に広く放流されてきた。⽇本では 19

世紀末にブラウントラウト（欧州原産：Salmo trutta）やカワマス（北⽶原産：Salvelinus 
fontinalis）が持ち込まれたが、⻑野県などでの定着⽔域ではこれら外国産マス類が在来イワナ

（Salvelinus leucomaenis）に負の影響を与えていると考えられている。本研究では、外国産マス類

（ブラウントラウト・カワマス）と在来イワナが混成する⻑野県上⾼地の梓川上流域において、⽔

中観察と消化管内容物分析を⾏い、それら３種の種間関係を明らかにした。上⾼地は国内有数の⼭

岳観光地で、梓川上流に流れ込む多くの⽀流では、⼤正〜昭和初期に放流された外国産マス類が優

占する⼀⽅、在来イワナは過去 50 年間で極端に減少したことが知られる。これら 3 種の摂餌⾏動

を分析した結果、いずれも摂餌回数は同程度であったが、カワマスとイワナは底つつき、ブラウン

トラウトは中層摂餌が多かった。夏季の消化管内容物は、⽔⽣動物（トビケラ、カゲロウ、カワゲ

ラ、⿂類など）と陸⽣動物（カメムシ類、ハエ類、ハチ類、蝶類など）が主体だったが、餌組成に

は⿂種によって違いが認められた。イワナとカワマスの⾷性は⽔⽣動物（トビケラとカワゲラな

ど）が主体で、相互に類似（Schoener’s Index of Overlap: >92%）したのに対し、ブラウントラウト

では陸⽣動物（カメムシ類と蝶類）が主体で、他の２種とは異なった。⼤型のブラウントラウトか

らは、陸⽣昆⾍に加え、両⽣類（カエル類、サンショウオ類）、⿂類、⿃類なども出現した。これ

らの結果からカワマスの餌資源利⽤は在来イワナと⼤きく重複すること、ブラウントラウトは在来

イワナを直接捕⾷するほか、⼤型陸⽣動物の捕⾷を通じて渓流⽣態系全体に影響を及ぼしている可

能性が⽰唆された。 

 



北八ヶ岳「坪庭」の溶岩台地に成❧するハイマツ⩌ⴠの構㐀 
山下⯟平・井⏣⚽⾜㸦信州大学教⫱学㒊㸧 

 
【はじめに】 

 日本の㧗木㝈界以上の山岳地域では一⯡にハイマツが優占して⩌ⴠを形成する。現在、温暖

化などの気候変動による植生への影㡪が指摘されており、特に㧗山・亜㧗山帯域はその影㡪を

受けやすいと⪃えられている。したがって、ハイマツの⩌ⴠ動態をヲしく明らかにすることは

山岳生態⣔への気候変動の影㡪を⪃えるうえで欠かせない。 

 本研究では、㏻常の分布と異なり、㧗木㝈界域よりも低標㧗でハイマツが生⫱する北八ヶ岳

坪庭㸦標㧗⣙ 2250㹫㸧の植生に着目した。坪庭では、コメツガやオオシラビソの亜㧗山帯㔪ⴥ

樹林よりも低標㧗にハイマツが生⫱する垂直分布の㏫㌿現㇟がぢられる。そのような景ほを示

すせ因の一つとして、坪庭は地㉁的に比㍑的新しい溶岩台地であり、一次㑄移の㏵中段㝵にあ

ることが⪃えられる。このような場所は、ハイマツ⩌ⴠの成立㐣程だけでなく、森林㝈界移⾜

帯付㏆での環境変化に対する応答を明らかにするうえで㔜せである。 

 そこで本研究では、坪庭におけるハイマツ⩌ⴠの構㐀を把握し、その成立㐣程と今後の動態

について検ウすることを目的とした。 

【ㄪ査地】 

 坪庭は、噴火形成後の⤒㐣年数が⣙ 800㹼600年と推定されている溶岩台地であり、北八ヶ岳

㸱㐃峰㸦横岳㸸標㧗 2480㹫・㞵池山㸸2325㹫・⦤枯山㸸2403㹫㸧に囲まれたすり㖊状の地形の

底に広さ⣙ 33haの台地を成している。台地上には現在、ハイマツ⩌ⴠが成立しており、㸱㐃峰

の山⭡を優占するコメツガやオオシラビソといった亜㧗山帯㔪ⴥ樹が山⭡側㸦台地の⦕㸧から

台地の中央㒊にかけ樹㧗を下げている。このことから台地上は、ハイマツが先㥑的に侵入した

後、山⭡側から亜㧗山帯㔪ⴥ樹林が発㐩してきている段㝵すなわち一次㑄移の段㝵にあると⪃

えられる。 

【方法】 

 台地の⦕から中央㒊すなわち⩌ⴠ㧗の㧗い方から低い方にかけ幅⣙ 35㹫㛗さ⣙ 270㹫の区域

にタ⨨した 26 プロット㸦㸳㹫×㸳㹫、㹎1〜26㸧のそれぞれにおいて、出現した⥔⟶束植物の

種ごとの⿕度㝵⣭㸦+〜㸳㸧を樹㧗㝵別㸦㸱㹫以上、0.5㹫以上、0.5㹫未満㸧にグ㘓し、立地環

境として傾斜、基㉁の状態としてコケ㢮と母岩の⿕そ率をグ㘓した。 

 ゎ析では、ハイマツに与える㧗木種、ガンコウラン、傾斜、基㉁の効果を検ウするために一

⯡化⥺形混合モデル㸦GLMM㸧を構⠏した。ここで、応答変数はハイマツの植⿕率㸦⿕度㝵⣭の

中央値を取り全㝵層をプール㸧、ㄝ明変数は㧗木種㸦コメツガ、オオシラビソ、シラビソの植

⿕率をプール㸧およびガンコウランの植⿕率、傾斜、コケおよび母岩の⿕そ率とし、ㄗ差構㐀

には二㡯分布、リンク㛵数にはロジットリンクを用いた。全てのㄝ明変数の⤌み合わせをフル

モデル㸦交互作用を㝖く㸧とし、最小 AIC をもつモデル㸦最㐺モデル㸧のㄝ明変数を㑅択した

後、係数の有意性㸦㸮を含むかどうか㸧をみた。 

【⤖果】 

 ⥲出現種数 31 種のうち出現㢖度の㧗かった種㸦10 プロット以上で出現㸧は、㧗木種でコメ

ツガ・シラビソ・オオシラビソ、低木種でハイマツ・ハクサンシャクナゲ・クロマメノキ・ウ

スノキ・ヒメウスノキ、小低木でガンコウラン・コケモモ、ⲡ本でイワカガミであった。山⭡

側のプロットではコメツガの樹㧗が最大 4.5㹫あり、オオシラビソを伴っていた。全体の優占

種㸦⿕度の全プロットの平均値が㸰以上㸧はハイマツとガンコウランであった。 

 ハイマツの植⿕率を応答変数、㧗木種およびガンコウランの植⿕率、傾斜、コケ㢮および母

岩の⿕そ率をㄝ明変数とした GLMMの⤖果、最㐺モデルで㑅択されたㄝ明変数㸦㧗木種の植⿕率、

母岩の⿕そ率㸧の係数は両⪅とも有意な㈇の効果を示した。 

【⪃察】 

 以上の⤖果から、坪庭では、溶岩台地形成後にハイマツがガンコウランのような小低木とと

もに先㥑的に定着し、その後コメツガやオオシラビソが山⭡側から徐々に⩌ⴠを発㐩させてき

たと推察される。今後、㧗木種が台地の中央方向に分布域を拡げ⩌ⴠを発㐩させることでハイ

マツは⿕㝜され⾶㏥していくと⪃えられるが、昨今の温暖化によってそれが早く㐍⾜する可⬟

性もある。今後は、ハイマツや㧗木種の成㛗および動態に㛵する検ウが必せである。 



日ᮏ固有亜✀ホンドギツネの⣔⤫㐍化プロセスおよび分布域動態 

Ώ㎶拓実、山崎⿱㸦富山大学大学㝔㸧 

 

 生物の時空㛫的な㑇伝構㐀は、種の㐍化的⫼景や、㐣去から現在にかけての地球環境を反映す

る。日本列島において、氷期㸫㛫氷期サイクルに伴うユーラシア大㝣との断⥆的な接⥆や、氷期

の氷床発㐩などに㉳因する生息㐺地の分断化・㝸㞳は、生物相の形成に大きな影㡪を及ぼしたと

⪃えられる。大㝣島として」㞧な地史および景ほを有する日本列島は、系⤫地理学的アプローチ

に基づき生物の分布形成機構や㞟団動態史を研究する上で㐺したフィールドである。 

 アカギツネ㸦Vulpes vulpes㸧は、現在の日本列島において数少ない㧗次広㣗性捕㣗⪅であり、

生態ピラミッドの㡬点に立つ種として、㝣上生態系全体の均⾮をㄪ節している。また、本種は㣗

⫗目動物で最も広い分布域を有し、㧗い分散性や環境㐺応力に特徴付けられた生態を有するため、

他種の分布形成に大きな影㡪を与えていると⪃えられる。したがって、本種の分布域の形成・変

動機構のゎ明は、日本列島における生物相の形成パタンを⪃える上で㔜せな知ぢを提供する。そ

こで本研究では、日本列島の本州島、四国島、および九州島の固有亜種であるホンドギツネ㸦V. 

v. japonica㸧に着目し、その系⤫㐍化プロセスと分布域動態を明らかにすることを目的とする。 

 日本列島の岩手県から宮崎県の範囲で㔝外ㄪ査等を実施し、アカギツネの体組⧊および糞のヨ

料をィ 97個体分収㞟した㸦本州島 77個体、四国島 17個体、九州島 3個体㸧。全てのヨ料におい

て、mtDNA cytochrome b㑇伝子全㛗 1140 bpおよび D-loop㡿域 5´末端 370 bpの㓄列をサイクル

シークエンシング法を用いて決定した。そして、GenBank 上から収㞟した北海㐨島やユーラシ

ア大㝣の個体に由来する㓄列と併せ、分子系⤫ゎ析、分岐年代推定、人口動態推定等を実施した。 

 分子系⤫ゎ析の⤖果、ホンドギツネは単系⤫⩌であり、北朝㩭あるいは中国の個体に最も㏆⦕

であると推定された。また、ホンドギツネ系⤫と姉妹⩌との分岐は約 0.189㸦95 % HPD: 0.289–

0.106㸧 Maと推定された。これらの⤖果から、ホンドギツネの祖先は、リス氷期㸦約 0.191–0.130 

Ma㸧において対㤿海峡に生じた㝣橋を介して古本州島へ移入し、その後現在まで地理的に㝸㞳

され、独⮬の系⤫㐍化を㐙げたと⪃えられる。 

 ホンドギツネ系⤫は、㟷森県から大㜰府にかけて分布する東日本亜系⤫と、神奈川県から宮崎

県にかけて分布するす日本亜系⤫とに内㒊分岐することが㧗い支持率で示唆された。亜系⤫㛫の

分岐は約 0.148㸦0.236–0.080㸧 Maと推定された。これらの⤖果から、ホンドギツネの祖先は移

入直後において古本州島の東すで分布域を分断され、それぞれの㞟団で異なる系⤫㐍化を㐙げた

と⪃えられる。㞟団動態推定の⤖果、各亜系⤫に属する亜㞟団の有効㞟団サイズは、いずれも約

0.03–0.02 Maまでほぼ一定であり、その後現在までに大きく成㛗したと推定された。この⤖果か

ら、分断化されていた両亜系⤫㛫の分布は、最終氷期極相期㸦約 0.023–0.019 Ma㸧以㝆の㞟団サ

イズの拡大に伴って⼥合したと⪃えられる。 

本研究によって、日本固有亜種ホンドギツネの㉳源、移入経㊰、移入時期、系⤫地理構㐀、お

よび分布域動態が明らかになった。これらの成果は、大㝣島における哺乳㢮の時空㛫的な㐍化プ

ロセスに㛵する㔜せな知ぢとなる。本研究の一㒊は、2021 年度日本生態学会中㒊地区会研究助

成を使用して実施された。 



 
 
 
 

B 会場 (C13 教室) 



 

キツリフネのエコタイプ間での開花時期の分化：相互移植実験による検証 
◯近藤輝留（信州大），田路翼（東京大），中瀬悠太（信州大），市野隆雄（信州大） 

 
草本植物が夏の干ばつへの適応として、開花時期を前倒しにして種子生産を行う局所適応を

している例が報告されている。長野県安曇野市に生育するキツリフネでは、高標高の尾根に生育

し 6 月初旬からつぼみを生産する早咲き型と、低標高の谷に生育し 7 月下旬からつぼみを生産
する遅咲き型の２つのエコタイプが標高上下間で側所分布している。本研究では尾根・谷にそれ

ぞれ 1カ所ずつの実験圃場を設置し、①無機環境の連続測定、②エコタイプ間の相互移植実験を
行うことで、各タイプの局所適応、すなわちホームサイトアドバンテージを検証した。 
実験①の結果、早咲き型の生育する尾根は土壌が乾燥した環境であり、遅咲き型の生育する谷

は土壌水分が豊富な環境であった。実験②の結果、ホームサイトから移植しても各タイプの開花

時期は固定していた。このことは各タイプの開花時期が環境に対する可塑的な応答ではなく、遺

伝的な適応であることを示唆している。尾根由来の早咲き型は、谷に移植されることで遅咲き型

と比較して 8月以降の生存率が低下した。この要因は、土壌水分が豊富な谷では他種植物との競
争が激しいことにあると考えられた。一方で谷由来の遅咲き型は、尾根に移植されても早咲き型

と比較して大きく生存率が下がることはなく、個体あたりの累計花生産数に関してはホームサ

イトの早咲き型を上回っていた。この結果は、実験①で示した尾根の乾燥環境が、今年に関して

は遅咲き型に対する強い淘汰圧とはなっていなかったことを示している。 
以上の結果から、本研究では各タイプの局所適応を証拠づけることはできなかったが、生育環

境と関連した各タイプの生態の違いを明らかにした。今後、土壌水分が乏しい尾根では数年に一

度の夏の降水量不足により、長期的には早咲き型しか適応できない可能性について検証を行う。

また、尾根と谷の他種植物との競争も含めた生育環境の特性を明らかにし、早咲き型と遅咲き型

それぞれのホームサイトにおける優位性について、実験的な検証を行う予定である。 
 
 



実りがないのはㄡのせい㸽 

サイハイランの⤖果率に対する㏦⢊⪅と✀子㣗害⪅の影㡪 

島⏣┿彦・北村俊平㸦▼川┴❧大㸧 

 

㏦⢊⪅による㏦受⢊と散布前✀子捕㣗⪅による㣗害の強さは、㛤ⰼ数に依存すると⪃えられ

る。ᮏ◊✲では、▼川┴㔠ἑ市のⴠⴥ広ⴥᶞ二ḟᯘで、2シーズンにΏりサイハイランの㏦⢊⏕

態をカメラトラップでㄪᰝし、⤖ᯝ⋡をグ㘓した。カメラトラップには Ltl-Acron6210 を使⏝

し、センサー感度は High、センサーが作動すると 60⛊の動⏬を撮影するタ定とした。ㄪᰝ地で

は 4㹼5日おきに㛤ⰼ数とⰼ⢊塊の持ち去り数をグ㘓した。また、㛤ⰼᮇ㛫後は 11᭶まで⤖ᯝ数

をグ㘓した。ᮏ✀はパッチあたり 2㹼20ⰼ序で⏕⫱し、2022年は 7パッチ 50ⰼ序、2021年は 8

パッチ 50ⰼ序が㛤ⰼした。ㄪᰝ地ではサイハイランの唯一の㏦⢊⪅はトラマルハナバチ女⋤で

あり、ゼⰼ回数は 2021年に 395回、2022年に 347回だった。㏦⢊⪅はパッチの㛤ⰼの推⛣にあ

わせてすべてのパッチを利⏝した。㏦⢊⪅のパッチへのゼⰼ回数はパッチの平均㛤ⰼ数㸦✚⟬㛤

ⰼ数/ㄪᰝ回数㸧とṇの┦㛵を♧した㸦𝑅ଶ㸼0.9、P㸺0.01㸧。一方、ⰼ序レベルの㏦⢊成功に周㎶

のⰼ序数やⰼ序ごとの㛤ⰼ数は影㡪しなかった。初ᮇ⤖ᯝ⋡は 2021 年 28.6㸣、2022 年 34.0㸣

であり、パッチのⰼ序数や㛤ⰼ数は影㡪しなかった。しかし、ランミモグリバエによる㣗害で᭱

⤊⤖ᯝ⋡は 2021年 1.8㸣、2022年 1.4㸣となった。㧗密度パッチでは、全ⰼ序が㣗害されたが、

低密度パッチでは、一㒊のⰼ序が㣗害を回㑊した。ⰼ序ごとの᭱後の⤖ᯝ数を応⟅変数、パッチ

内㛤ⰼ数・年・ⰼ序ごとのゼⰼ回数をㄝ᫂変数とした一⯡化⥺形ΰ合モデルによるゎᯒを⾜った。

その⤖ᯝ、パッチ内㛤ⰼ数が᭱後の⤖ᯝ数に対して㈇の効ᯝを♧した㸦P㸻0.04㸧。以上の⤖ᯝか

ら、ᮏ✀は㛤ⰼ密度によらず㏦⢊成功がᮇ待できるが、㧗密度パッチでは῝刻な散布前✀子捕㣗

によって、✀子⏕⏘による⦾Ṫが困㞴であると♧唆された。 



希少㫽類チゴモズの生息地保全に向けた潜在的な繁殖適地および営巣木環境の

推定 

立石幸輝㸦新潟大学大学院自然科学研究科㸧㧗岡奏多㸦新潟薬科大学薬学部㸧, 冨田健斗

㸦新潟大学大学院自然科学研究科㸧, 鎌田泰斗㸦新潟大学農学部㸧, 関島恒夫㸦新潟大学農学

部㸧 

 

チゴモズ Lanius tigrinus は、⎔境┬レッドリストにおいて⤯㉺危惧ⅠA 㢮に指定されている

スズメ┠のΏり㫽である。しかしながら、ᮏ✀に対する◊✲報告は少なく、その⏕態がよくわか

っていないため、㐺切な保全⟇が❧できていない。そこで、われわれは、ᮏ✀の保全にάかす

べく、⦾Ṫ場所㑅択において㔜せな⎔境せ因を抽出するとともに、⦾Ṫに㔜せなエリアを᫂らか

にすることを┠ⓗにㄪᰝを⾜った。はじめに、᪂₲┴ἢ岸域㸦ㄪᰝᮇ㛫は 2015㹼2021 年の⦾Ṫ

ᮇにあたる 5 ᭶㹼7 ᭶。以㝆、␎グ㸧・内㝣域㸦2021 年㸧、山形┴ἢ岸域㸦2022 年㸧において地

域⥙⨶ⓗな㋃ᰝを⾜い、⦾Ṫ地Ⅼ情報を㞟✚した。ḟに、᪂₲┴ἢ岸域の⦾Ṫ地Ⅼを応⟅変ᩘ、

周㎶のᬒほ情報をㄝ᫂変ᩘとした MaxEnt モデルを作成し上㏙した他 2 地域へモデルを外挿する

ことで、その妥当性をホ価するとともに、₯在ⓗな⦾Ṫ㐺地マップを作成した。᭱後に、2020㹼

2022 年に≉定できた営巣ᮌについて、周㎶ 5㹫内の᳜⏕を対㇟としたẖᮌㄪᰝを⾜い、ランダム

に㑅出したᮌとẚ㍑することで営巣ᮌの≉性を抽出した。上グゎᯒの⤖ᯝ、ᬒほスケールでは、

モデルの妥当性がㄆめられ、ᮏ✀が、㞟ⴠに㞄接する」㞧な形≧をした᳃ᯘ、とりわけ、㛗いᯘ

⦕をもつ᳃ᯘ付㏆を⦾Ṫ場所として㑅好していること、また、幹⥺㐨㊰を忌㑊していることが᫂

らかとなった。営巣ᮌスケールでは、ᯇがらなᯘであり、低ᮌ層のⴥ密度が㧗く、広ⴥᶞの⬚

㧗┤径の太いᯘ内⎔境が、営巣ᮌ❧地として好まれていることがわかった。これらの⤖ᯝから、

㔛山ⓗなᬒほをもった二ḟ㑄⛣の㐍⾜したᾏ岸ᯘがᮏ✀の⦾Ṫ場所として㔜せな役割を担って

おり、ᮏ✀の保全には、⦾Ṫ㐺地マップによって♧された㔜せなエリアにおいて上㏙したᯘ内⎔

境を保全するとともに、幹⥺㐨㊰の㛤Ⓨの㝿には᭱大㝈の㓄慮をしていくことが㔜せであると

いえる。 



メダカの概年リズムに関する研究 
谷川未来 1、 中山友哉 1、 大串幸 1、 山口大輝 1、 吉村崇 1, 2 

1 名古屋大学大学院 生命農学研究科 動物統合生理学研究室, 2 トランスフォーマティブ生命

分子研究所 (WPI-ITbM) 

 
多くの生物は内因性の体内時計を持ち、環境の周期的な変化に適応している。その中の一つ

である「概年時計」は、およそ 1年を周期とする生物リズムを刻む体内時計であり、いくつか

の動物で発見されてきた。例えば、渡り鳥であるノビタキ(Saxicola torquata)を屋内の恒

常条件下で飼育し、10 年間観察した研究では、生殖腺のサイズや換羽の時期がおよそ

10.5 ヶ月のリズムで繰り返し変化することが観察された(Gwinner and Dittami 

1990）。また、ヒメマルカツオブシムシ（Anthrenus verbasci）はカーペットや衣類

を巣食う昆虫で１世代を 1 年で終えるが、決まった日長条件で蛹化のタイミングに 41

〜44 週の概年リズムが見られた（Blake 1959; Nishimura and Numata 2001）。しかし

ながら、概年時計の仕組みはいかなる生物においても明らかになっていない。 

メダカ（Oryzias latipes）は春から夏にかけて繁殖期を迎え、繁殖期には婚姻色を示し、行

動量は季節で明瞭に異なる（Shimmura et al., 2017）。当研究室の先行研究では自然条件下で

メダカを飼育し、２年間に渡り２週間に一度、生殖腺指標（Gonad somatic index: GSI）を計

測した。その結果、春から夏にかけて GSI が高くなり、5月と 7月に２度のピークを示し、冬

季は低値を示した(unpublished data）。これにより、自然条件下ではメダカの産卵周期に年周

リズムがあることが明らかになった。次に概年リズムの存在を検討するため、自然条件下で飼

育したメダカを１４時間明期１０時間暗期（１４L１０Ｄ）、１２時間明期１２時間暗期（１２L

１２Ｄ）、１０時間明期１４時間暗期（１０L１４Ｄ）の３つのグループに分け、毎朝産卵して

いるメスの個体数を記録した。生物リズムを解析できるソフトである ActgramJ (Schmid et 

a., 2011)を用いてピリオドグラム解析を行なったところ、３つのグループ全てにおいて、およ

そ６ヶ月の周期が導き出され、１４Ｌ１０Ｄ条件下での周期が 6.2 ヶ月と最も長かった。さら

に、メダカの長日刺激への応答性を調べるために自然条件下で飼育したメダカを２ヶ月ごとに

１６Ｌ８Ｄの長日条件下へ移行し、2週間後に GSI を計測した。長日環境下への移行前と移行

後の GSI の増減を調べたところ、移行する季節によって応答性が異なることがわかった。これ

らの結果により、メダカには内因性の概年時計があることが示唆された。しかしながらその周

期はおよそ６ヶ月と 1年よりも大幅に短かった。概年時計は約 24 時間のリズムを刻む概日時計

と比べ、同調可能な周期の幅が大きいことが知られており、ホシムクドリは３ヶ月のリズムに

も同調できることがわかっている(Gwinner,1989)。今後、メダカの概年時計の分子基盤を明ら

かにしていく。 



暖温帯二次林における樹木群集動態と葉形質との関係 
〇CELEGEER，岡田知也，渡辺直登，中川弥智子（名古屋大・生命農学研究科） 

 

【はじめに】 

機能形質とは、植物の生残率、成長速度および環境適応能力などのパフォーマンスを左右する形

態的特性である。その中で、葉の形質は植物の生活史戦略の指標であり、植物の光合成能力や環

境適応能力などと関係がある。近年、樹種ごとの形態的特性を定量し、樹木群集の動態を予測す

る研究が注目されている。日本では、森林面積の約 24 % が二次林であり、その半分は里地里山

に位置している。二次林が放置されると、暖温帯では二次遷移によって下層に常緑広葉樹が成長

し、やがて常緑広葉樹林に移行すると考えられる。そのため、暖温帯二次林において樹木群集動

態と葉の機能形質との関係を解明することは、今後の暖温帯二次林の樹木群集の機能形質や森

林機能の推移を予測するうえで重要である。本研究では、海上の森の暖温帯二次林における、12

年間の毎木データと葉形質データを用いて、成木と低木の各生育段階における樹木群集の動態

と葉の形質との関係を明らかにすることを目的とした。 

 

【調査方法】 

暖温帯二次林における樹木群集動態を把握するため、愛知県・瀬戸市海上の森の暖温帯二次林に、

3 つのプロットを 2008 年に設置した。各プロットで 2008～2020 年の間に成木（DBH≧5cm）、お

よび低木（5cm＞DBH≧1cm）の毎木調査を 2～3年おきに計 6回行い、成木、低木、それぞれの死

亡率、新規加入率、および成長量を種レベルで計算した。また、暖温帯二次林の樹木群集の葉の

形質を明らかにするため、各プロットの成木、低木における主要な樹種を対象に、1樹種につき

7〜10 個体を選定し、１個体につき 20 枚の葉を採集した。採集した葉を用いて、葉面積（LA）、

比葉面積（SLA）、葉乾物含有量（LDMC）、葉の窒素含有量、硬さを測定し、各生育段階の死亡率、

新規加入率、および成長量と葉形質との関係を、一般化線形混合モデル（GLMM）で解析した。 

 

【結果と考察】 

3 つのプロット全体で 5個体以上確認されたのは、成木では 22 樹種、低木では 14 樹種であった

(1 個体以上では、成木で 39樹種、低木で 31 樹種)。成木と低木における各期間における年間の

DBH 成長量（成木：0.07～0.63㎜ yr-1; 低木：0.10～0.74㎜ yr-1）、死亡率（0～8.77% yr-1; 0

～11.45% yr-1）、および新規加入率(0～24.11% yr-1; 0～12.23% yr-1）を算出したところ、樹種

によって異なっていた。また、成木と低木における葉面積(1.99～92.19 cm2; 8.72～82.17 cm2)、

比葉面積(85.65～368.50 cm2 g-1; 86.47～382.14 cm2 g-1)、葉乾物含有量(0.21～0.47g g-1; 0.23

～0.45g g-1)、葉の窒素含有量(12.26～26.75mg g-1; 12.30～28.87mg g-1)、硬さ(1.64～10.50 N; 

1.65～11.07 N)も樹種によってばらつきが大きかった。葉形質を用いた主成分分析の結果によ

り、成木（64.1％）、および低木（73.5％）ともに PC1 は比葉面積、葉の窒素含有量と硬さと関

連しており、主に落葉樹種と常緑樹種の 2 グループに分かれた。GLMM の結果、成木では比葉面

積が高く、葉が硬い樹種の新規加入率が高いことが示唆され、低木では比葉面積が高く、葉の窒

素含有量が低い樹種の成長が速く、逆に葉の窒素含有量が高く、葉が柔らかい樹種は死亡率が高

い傾向にあった。一般に、比葉面積が高い種は資源の獲得と成長が早く、低い種が資源の保存性

が高いと考えられている。今後海上の森の暖温帯二次林では比葉面積が高く、葉が硬く、窒素含

有量が低い樹種が増加する可能性があると考えられる。 



ᗫ⳦ᗋからⓎ⏕する双⩟┠᪻の多ᵝᛶ 

㸫≉にクロバネキノコバエ⛉にὀ┠して㸫 

○中⚄ᝆ㞞㸦㔠ἑ大・⮬↛システム学専ᨷ㸧, 㒔㔝展子㸦㔠ἑ大・⏕命⌮工学㢮㸧 

 

【背景】クワガタムシやカブトムシは人気のある昆虫で、自宅で㣫育する方も多く、㣫育用培地

として、廃菌床や、カワラタケやオオヒラタケなどの菌床が市㈍されている。これらの㣫育用培

地からは予期せぬ双翅目昆虫が発生することがあり、培地の劣化を促す点、屋内にハエが㣕び交

うという点で害虫となる。昆虫㣫育培地であるため殺虫剤は使用できず、対策として考えられる

ことは双翅目昆虫の培地への混入予㜵である。ところが昆虫㣫育培地へ混入する双翅目昆虫に

㛵する研究例はこれまで行われたことがなく、不快害虫の種㢮、混入経㊰といった博物学・生態

学的情報は未知である。本研究では、不快害虫の種㢮相やその侵入経㊰を明らかにすることを目

的に、日本列島内の北海㐨、本州、九州の人家性、森林性環境に各種㣫育培地㸦発㓝廃菌床、カ

ワラタケ菌床、カワラタケ菌床㸧を短期㛫及び㛗期㛫設置し、どのような双翅目昆虫が羽化する

かを調査した。不快害虫の混入可能性は、廃菌床が作られる森林やその㞄接㒊、廃菌床の保管場

所、人家周㎶などがある。多様な環境㛫で昆虫相を比㍑することで、発生する可能性のある昆虫

種と侵入環境に㛵するベースラインとなるデータ作成、侵入段㝵の絞り㎸みを目指した。 

 

【方法】㸦実㦂㸯㸧市㈍されている 3 種㢮の各㣫育培地をカップに詰めた培地トラップを作成し

た。北海㐨㸦札幌市、美唄市㸧、群㤿県㸦前橋市㸧、石川県(㔠沢市)、福岡県㸦早良区、㑣珂川市㸧

の市街地と広葉樹林内にトラップを設置後 2 㐌㛫で回収し羽化昆虫を科レベルまで同定した。

㔠沢市内ではさらに㔪葉樹林、竹林にもトラップを設置した。㸦実㦂㸰㸧市街地に㝈り、屋外、

屋内、倉庫にトラップを設置し双翅目昆虫の侵入段㝵の絞り㎸みを行った。また、トラップを設

置から 3 日で回収し短期で侵入する昆虫の評価も行った。各調査地点でトラップは地点ごとに 3

種㢮×3 つの計 9 つ設置した。回収したトラップは 25℃インキュベータに保管し 2㹼4 か月の㛫

に羽化した昆虫を採㞟し同定した。 

 

【結果と考察】㸦実㦂㸯㸧優占していた双翅目昆虫は、市街地ではクロバネキノコバエ科・ニセ

ケバエ科、森林ではノミバエ科・クロバネキノコバエ科・ハヤトビバエ科で羽化個体数の 80㸣

以上を占めた。また、市街地と森林及び、培地㛫で双翅目昆虫の群㞟組成は有意に異なっていた

㸦p㸺0.001, PARMANOVA㸧。環境や使用培地により対策を行うべき種が異なることを意味すると

考えられた。㸦実㦂㸰㸧市街地の調査では、クロバネキノコバエ科が数の上で優占した。Bradysia 

impatience と Bradysia spp.の発生は全国的にみられ、対策を優先的に考えるべき種である。室

内設置したトラップは双翅目昆虫の発生確率が低いが、発生個体数の平均値は㔝外設置群と差

がなかった㸦p㸻0.66,㹲検定㸧。また、設置期㛫(3 日 vs.14 日)で羽化昆虫種相や個体数には差

がなかったことから㸦種相㸸p㸻0.108, PARMANOVA,個体数㸸p=0.62, t 検定㸧、多様な環境下で

不快害虫の培地への侵入は㎿㏿に㉳こると考えられた。 



 

音声記録装置を用いたセミ類の鳴声モニタリングと生物季節観測への応用 
○堀中将大(富山大・院・持続可能社会創成学環), 和田直也 (富山大・極東地域研究センター) 
 
【はじめに】 
 植物がある特定の季節に花を咲かせるように、動物は繁殖期になると種特異的な鳴き声を発し、

季節の訪れを告げる。これらの現象は生物季節と呼ばれ、気象庁は日本の各都道府県に所在する

気象台等において、生物季節観測をこれまで実施してきた。生物季節観測の目的は、生物が示す

現象から、季節の遅れ進みを検出することや、近年では地球温暖化の進行度合いを明らかにする

ことにあった。しかし、都市化等の原因により観測対象種の発見が困難になったことを理由に、

気象庁は 2021 年から動物を対象とした生物季節観測を全て廃止した。動物を対象とした生物季

節観測に近年欠測値が多い気象台が見られる一方で、継続的に観測が行われていた気象台も存在

しており、実際には対象となる動物種の観測が可能な地域も少なくない。富山地方気象台は、こ

れまで数多くの動物種を対象として生物季節観測が行われてきた気象台の一つであり、周辺には

多様なランドスケープが今なお存在していることから、動物を対象とした観測が今後も実施でき

る可能性がある。本研究では、少ない労力でも生物季節観測が継続可能な項目として、初鳴日観

測に着目した。動物を対象とした生物季節観測の項目には、初見日と初鳴日がある。初見日は対

象とする種の姿をその年に初めて見た日、初鳴日は対象とする種が発する鳴き声を初めて聞いた

日と定義される。野鳥の囀りや昆虫類の鳴声が対象となっており、動物を対象とした生物季節観

測のうち約４割を占める。近年、野外での生物の発声をとらえることを目的とした録音技術の急

速な発達により、比較的低コストで野外での受動的音声モニタリング（PAM: Passive Acoustic 
Monitoring）が行えるようになった。音声記録装置を用いて初鳴日観測が実施できれば、従来の

踏査による観測に比べて労力を大幅に軽減することができ、長期的な観測を行うことが可能とな

る。そこで本研究では、音声記録装置を用いた鳴声モニタリングを実施し、生物季節観測への応

用を検討することとした。今回は、初鳴日の観測対象種の中で鳴き声の同定が比較的容易であり、

かつ地球温暖化の影響を反映していると思われるセミ類に着目した。これまで、対象とする種の

鳴き始めから鳴き終わりまで、季節を通じて動物の鳴声を記録・解析した研究例は少ない。本研

究では、対象とするセミ類から発せられる音の時間帯を始期から終期まで記録し、その日周性を

解析することで、初鳴日の特徴を種ごとに明らかにした。さらに、初鳴日の変動を引き起こす要

因についても考察を行った。 
 
【材料と方法】 

2021 年初夏、富山市のランドスケープを代表するように、生物季節観測の観測定義に従って

富山地方気象台に比較的近い４つの観測点を選定し、音声記録装置（Wildlife Acoustics社製 Song 
Meter Mini）を設置した。今回は、これまで富山地方気象台で観測対象となっていた 5 種のセミ

のうち 3 種、ニイニイゼミ(Platypleura kaempferi）、アブラゼミ(Graptopsaltria nigrofuscata）、ツ
クツクボウシ(Meimuna opalifera)を対象とした。毎時間最初の 5分間に発せられた音について、

ビット数 16、サンプリング周波数 44.1kHz の条件で、SDカードに録音データを WAVE形式で保

存し、合計 36960分の録音データが得られた。セミが鳴き始める前の 6月 26 日から鳴き終わる

9 月 10 日までに録音された音声を対象に、実聴と合わせてスペクトログラムを目視し、セミ三

種の鳴き声を秒単位で計測した。 
 

【結果と考察】 
初鳴日は、ニイニイゼミ、アブラゼミ、ツクツクボウシの順に観測されたが、場所により異な

っていた。セミの鳴き声が発せられる時間帯は、初鳴日を含む初期と最盛期では異なり、この傾

向はニイニイゼミとツクツクボウシで顕著だった。両種とも最盛期は日中鳴いているが、ニイニ

イゼミは夕方を含む午後に、ツクツクボウシは朝を含む午前に初鳴きが見られた。また、セミの

鳴声量が多い場所ほど初鳴日が早くなる傾向も見られ、その原因についても報告する。 



ニホンザルにぢられた㎰地出ἐパターンの性・年㱋差 

㸸個体の᥇㣗戦␎からの᳨ウ 

三㇂友⩼、大井徹㸦▼川┴❧大学大学㝔⏕≀㈨※⎔境学◊✲⛉㸧 

 
動≀がどこで、何を、どのように、᥇㣗するのかは、᥇㣗における利┈㸦㣗≀のᰤ㣴⣲など㸧

とコスト㸦⛣動㊥㞳、ᤕ㣗リスクなど㸧のバランスによってỴ定されているという⪃え᪉がある。

そのⅭ、動≀の᥇㣗⾜動を⌮ゎするための◊✲ではこれら」ᩘのせ因のᙳ㡪が᳨ウされてきた。

᪥ᮏの、大型哺乳㢮では、ᤕ㣗⪅のニホンオオカミ Canis hodophilaxが᫂ᮎに⤯⁛してしま

ったため、⾜動⏕ែの◊✲において、ᤕ㣗⪅のᙳ㡪については、ほとんど⪃៖されてこなかった。

一᪉、㏆ᖺでは、多くの大型哺乳㢮が᳃ᯘのみならず、㎰地も᥇㣗場ᡤの一㒊として、利⏝する

ようになっている。㎰地やその周㎶では、ᤕ⋓や㏣いᡶいが⾜われていることから、それらの動

≀にとって、㎰地は、᳃ᯘ内よりも危㝤な場ᡤであると⪃えられる。しかし、そうした危㝤が⾜

動に与えるᙳ㡪を᫂らかにした◊✲は少ない。ᮏ◊✲では、ᛶ別やᖺ㱋の␗なるᵝ々な個体から

ᡂる⩌れで、⏕άしているニホンザル Macaca fuscataを対㇟に、エネルギーせồやリスクのឤ

受ᛶが␗なると⪃えられるᛶ・ᖺ㱋クラスごとの出ἐ㊥㞳㸦㎰地に出ἐした㝿のᯘ⦕から㞳れた

㊥㞳㸧と出ἐの㢖ᗘの㐪いを᫂らかにし、個体の᥇㣗ᡓ␎のほⅬから⪃察することを┠ⓗとした。 

2021ᖺ 10᭶から 12᭶にかけて、▼川┴ⓑ山ᕷに⏕ᜥする⣙ 48㢌からなるクロダニ A⩌を対

㇟にㄪᰝを⾜った。ᯘ外に出ἐした個体を対㇟にスキャンサンプリングを⾜い、ᛶ・ᖺ㱋クラス、

出ἐ㊥㞳、ά動、᥇㣗≀などをグ㘓した。 

フィッシャーのṇ☜☜⋡᳨定によって、出ἐ個体のᛶ・ᖺ㱋クラスのᵓᡂと⩌れのᛶ・ᖺ㱋ク

ラスのᵓᡂとをẚ㍑した⤖ᯝ、᭷ពな差がぢられた。≉にアカンボウやアカンボウと⾜動してい

るメス㸦以下、子ᣢちメス㸧の出ἐ㢖ᗘがᮇᚅ値より低く、3㹼4 ᡯやオトナメスの出ἐ㢖ᗘが

ᮇᚅ値とẚべて㧗くなった。また、ᛶ・ᖺ㱋クラス㛫の出ἐ㊥㞳の㐪いを Steel-Dwassの多㔜ẚ

㍑によって᳨ウした⤖ᯝでは、ワカモノオスがその他のᛶ・ᖺ㱋クラスよりも᭷ពに㛗くなった。

以上の⤖ᯝなどをもとに、ᛶ・ᖺ㱋クラスごとに出ἐ㊥㞳の㛗▷と出ἐ㢖ᗘについて㢮型化する

と、出ἐ㢖ᗘが低く出ἐ㊥㞳が▷い㸦アカンボウ、子ᣢちメス㸧、出ἐ㢖ᗘ、出ἐ㊥㞳が中⛬ᗘ

㸦オトナオス、ワカモノメス、1㹼2ᡯ㸧、出ἐ㢖ᗘが中⛬ᗘで出ἐ㊥㞳が㛗い㸦ワカモノオス㸧、

出ἐ㢖ᗘが㧗く、出ἐ㊥㞳が中⛬ᗘ㸦オトナメス、3㹼4 ᡯ㸧といった 4 つのカテゴリーに分㢮

された。この㢮型には、エネルギーせồとリスクのឤ受ᛶの㐪いなどが㛵係すると⪃えられた。 

 



 

高山帯の雪渓上に見られる節足動物群集の実態 

―高山生態系におけるエネルギー流の解明に向けて― 
○峯村友都（富山大・院・理工学教育部㸧, 和田直也（富山大・極東地域研究センター㸧 

 
【はじめに】 

㞄接する生態⣔㛫において、生産性の㧗い⣔から低い⣔へのエネルギーの移入は、それを利用

する生物のバイオマスを増加させる可⬟性がある。世界的にも有数な㞷地帯である日本の㧗山

帯では、春から初夏にかけて積㞷によりそわれている場所㸦㞷田㸧が広く分布し、そこでは生態

⣔における一次生産が㞷ゎけ前にはまだ㛤始されていない。しかし、㧗山帯の㞷渓上には、節㊊

動物が㧗い密度で分布することがあり、ライチョウやイワヒバリ等の㧗山性㫽㢮が、これらを採

㣵することが報告されている。植生の多くの㒊分が㞷にそわれている時期に㞷渓上に形成される

節㊊動物⩌㞟は、㧗山性㫽㢮によって㈗㔜な㣵㈨源となっている可⬟性があるが、季節の㐍⾜に

伴いどのような節㊊動物がどれくらい㞷渓上に分布しているのか、そしてそれらがどこからやっ

てきたのかをヲ⣽にㄪべた例は少なく、㧗山生態⣔におけるエネルギー流や㞄接する生態⣔㛫の

エネルギー⿵償の理ゎは未だ㐍んでいない。そこで本研究では、㧗山生態⣔におけるエネルギー

流のゎ明に向けて、まずはより低標㧗に位⨨する森林帯からの節㊊動物の移入が㉳こっていると

いう仮定のもと、㧗山帯に形成された㞷渓上に分布する節㊊動物⩌㞟の季節変化をㄪ査した。 
 

【材料と方法】 
本研究は、㣕㦌山⬦立山㐃峰の室堂山㸦標㧗 2450 m〜2500 m の範囲㸧において実施した。2021

年 5 月 14 日から同年 8 月 6 日にかけて、10 日から 14 日の㛫㝸でィ 11 回のㄪ査を⾜った。GNSS
レシーバを用い、㞷渓上に 10 m × 10 m のㄪ査区を各ㄪ査日に 1〜10 個タ⨨し、㞷ゎけを㏄える

まで㞷渓上の節㊊動物を採取した。比㍑的大型の種については、ㄪ査区内にぢられた全ての個体

を採取し、比㍑的小型の種については、ㄪ査区内にさらに 0.5 m × 0.5 m の方形区を 5 つタ⨨し、

その個体数から 100 m²当たりの個体数に換算した。採取したヨ料はすばやく研究室に持ち帰り、

凍⤖乾燥機を用いて 24 時㛫乾燥させた後、㔜㔞を測定した。特に個体数の多かった半⩟目㸦キ

ジラミ上科及びアブラムシ上科㸧に㛵しては、形態的特徴から種同定を⾜い、ホストとなる植物

種、さらにそれらが分布している植生帯から、節㊊動物の㉳源の推定をヨみた。 
 

【⤖果と⪃察】 
本ㄪ査では、⩟を持つ節㊊動物が多くほ察された。単位㠃積あたりの平均個体数㸦匹/100 m²㸧

とバイオマス㸦mg/100 m²㸧は 5 月末に最大となり、いずれも半⩟目に属する昆㢮が優占して

いた。採取された半⩟目の一㒊は、山地帯に⮬生するミズキ㸦Swida controversa㸧、アケビ㸦Akebia 
quinata㸧、ミツバアケビ㸦Akebia trifoliata㸧、イタヤカエデ㸦Acer pictum㸧等の木本植物に寄生す

る⩦性があることが分かった。従って、本ㄪ査で得られた節㊊動物の中には、少なくとも山地帯

を㉳源とするものが含まれている可⬟性がある。半⩟目に属する昆は 5 月末ごろの急激な増加

とその後の減少がぢられた一方で、双⩟目や⭷⩟目に属する昆はㄪ査期㛫を㏻じて㐃⥆して出

現していた。このような分㢮⩌ごとの出現パターンの特徴を理ゎするためにも、種同定と生活史

のゎ明が必せとなるが、少なくとも 5 月末から 6 中旬の㛫は、本ㄪ査地では地㠃及び植生帯の㟢

出が㝈られているため、これらの節㊊動物の㉳源が㧗山帯にあるとは⪃えにくい。これらの⤖果

から、㞷渓上に形成される節㊊動物⩌㞟は、主に㧗山生態⣔外で生産された節㊊動物で構成され

ている可⬟性が㧗いと⪃えられた。しかし、それらは分㢮⩌内や分㢮⩌㛫で出現する季節に㐪い

がぢられたため、季節ごとに発生源が異なるのか、あるいはある一定の生態⣔の生物季節を強く

反映した⤖果成立しているのか、種同定のみではゎ明できなかった。今後は、安定同位体等のト

レーサーも活用することで、ほ察された節㊊動物の㉳源をさらに推定し、㞷渓上の節㊊動物⩌㞟

がどのように成立しているのかについて理ゎを深めたいと思う。 
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2020-2021 年の福島県放射能汚染地における 

アズマモグラの放射性セシウム汚染状況 

 
○横山寛明,横畑泰志（富山大・理学部・自然環境），菊地文一（元多摩動物公園） 

 
2011 年に発生した東日本大震災により福島第一原子力発電所から放出された放射性セシウム
などによって、福島県東部は広範囲な汚染に曝され、その影響が幅広く調査されている。野生動

物の汚染状況も様々な種において調べられており、富山大学の当研究室でも 2013年以来アズマ
モグラMogera imaizumiiの調査を継続的に行ってきた（2019年は捕獲数 0）。本報告では、2020-
2021年の調査結果を中心に報告する。 

2020年 10月に金属製捕殺わな（Duffus Trap）を用いて浪江町津島地区で 9頭、2021年に同町
津島地区で 2頭、赤宇木地区で 3頭のアズマモグラを捕獲し、各捕獲地点で土壌を採取した（本
種の離巣分散期は 5〜6月前後）。捕獲個体の筋肉中、肺中および土壌中の放射性セシウム濃度を
Ge半導体検出器（GEM-20180-P、Seiko EG & G Co.）で測定した。上顎臼歯の摩耗状態の観察か
ら、Hoslett and Imaizumi（1966）などに基づき齢（0歳、1歳、2歳以上）を推定した。 
アズマモグラ筋肉中の放射性セシウム（134Cs＋137Cs）濃度は 2013年以降減少を続けており（図

1）、捕獲地点における土壌中の濃度と緩やかな正の相関を示してきた。一方、肺中濃度とは相関
が見られない。2020年はその濃度が 0.13±0.04 Bq/kgと極めて低い値を示し、134Cは 9頭中 2頭
のみから検出された。2021年も 1.29±1.47 Bq/kgと同様の傾向が示された。これまでの経時的な
線量の低下に加えて、現地では農地や周辺の山林の大規模な土壌層の除去による除染作業が進

んでおり、その影響も考慮すべきであろう。齢構成については、2013 年以降 0 歳の個体の減少
が見られ、重度汚染地での繁殖活動の低下が示唆されてきたが、2020年には 5頭、2021年には
3頭の 0歳個体が捕獲された。一方、除染作業の結果、津島地区、赤宇木地区ともにモグラの生
息可能な農地は極めて少なくなっており、放射能汚染以上にモグラの生息に負の影響を及ぼし

ていると考えられ、今後の調査が極めて難しくなっている。 

 
図 1．福島県浪江町津島地区産アズマモグラの筋肉中放射性セシウム濃度（134Cs＋137Cs、Bq/kg、

2018 年までは 1点が 1個体、2020、2021 年は各 1点に 9個体、5個体が重なる） 
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